
同
窓
生
と
大
学
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
た
い

同
窓
会
会
長

三

寺

勝

美

中
田
宣
彦
前
会
長
の
後
を
引
継
ぎ
、
こ
の
度
、
第
九
期
会

長
と
な
り
ま
し
た
三
寺
勝
美
で
す
。
非
力
で
あ
り
、
こ
の
重

責
を
遂
行
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
得
て
懸
命
に
努
め
ま
す
故
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
ね
ら
い
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
最
初
に

会
員
の
皆
様
か
ら
同
窓
会
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

①
毎
年
、

月
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
「
信
濃

路
」
に
お
い
て
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
親
睦

を
深
め
合
い
、
学
部
支
援
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

総
会
に
誘
い
合
っ
て
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
学
部
支
援
を
含
め
た
同
窓
会
の
諸
活
動
は
、
本
部
理
事

七
名
・
地
区
理
事
二
十
名
・
幹
事
七
名
の
役
員
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

③
同
窓
会
事
務
局
は
、
教
育
学
部
内
に
あ
り
ま
す
。
現

在
、
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
、
伴
真
理
子
事
務
局
員
が
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

④
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
活
動
や
、
教
育
現
場
で
の
活
動
を
進
め
る
中
で
、
信
州

大
学
の
先
生
方
の
協
力
が
必
要
と
な
る
場
合
等
は
、
こ
の
事

務
局
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
国
立
大
学
は
な
く
な
り
、

独
立
法
人
化
い
た
し
ま
し
た
。
教
育
学
部
に
お
け
る
六
カ
年

の
中
期
目
標
計
画
を
達
成
し
て
い
く
上
で
も
、
地
域
と
の
連

携
が
そ
の
大
き
な
評
価
対
象
と
な
り
ま
す
。
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
合
う
と
と
も
に
、
大
学
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
合

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
ア
ク
セ
ス
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

⑤
最
後
に
、
会
員
と
大
学

学
部
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、
終
身
会
費
一
万
円
の
未
納
と
な

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
是
非
、
事
務
局
へ
一
報
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
育
学
部
卒
業
生
は
、
全
員
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
未
納
者
の
会
員
に
は
、
地
区
理
事
よ
り
毎
年
納
入
願
い

通
知
が
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
九
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
平
成
十
五
年

月
〜
平
成
十
七
年

月
）

名
誉
会
長

赤
羽
貞
幸

顧

問

倉
田

稔

新
井
好
仁

清
水

正

佐
野
昌
男

中
田
育
成

中
田
宣
彦

会

長

三
寺
勝
美

副
会
長

玉
川
隆
雄

傳
田
典
順

初
美

監

事

清
水
厚
実

矢
嶋
直
徳

本
部
理
事

村
田
弘
之

清
水
美
和
子

野
口
宗
雄

別
府

桂

上
條

厚

齊
藤
忠
彦

酒
井
英
樹

地
区
理
事

下
伊
那

清
水
貫
司

上
伊
那

高
野

普

諏
訪

嶺

豊
彦

木
曽

大
道

忠

北
安
曇

中
沢
俊
晴

南
安
曇

望
月
文
規

松
本

西
澤
清
司

佐
久

佐
藤

明

上
小

柳
沢
和
夫

更
埴

西
村
安
行

上
水
内

小
柳
義
男

上
高
井

清
水

真

下
高
井

小
田
切
澄
男

飯
水

山
本
信
行

塩
筑

荻
村
昭
夫

長
野

井
出
光
信

長
野

松
本
清
子

高
校

春
日
一
俊

県
外

功
刀
道
子

県
外

井
出
良
子

幹

事

徳
嵩
雄
司

糟
谷
房
枝

山
崎
芳
實

牛
山
と
も
子

中
村
浩
志

滝
沢

宰

岩
田

靖

事
務
局

杵
渕
恭
宏

伴

真
理
子
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平
成
十
五
年
度
の
通
常
総
会
は
、
定
例
の

月
十
一
日

（
月
）、
長
野
市
中
御
所
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て

四
十
六
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

西
村
敦
子
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
清
水
美
和
子
副
会
長
の

開
会
宣
言
、
中
田
宣
彦
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長

団
に
北
村
敏
幸
・
遠
藤
正
敏
、
議
事
録
署
名
人
に
花
岡
實
・

小
田
切
澄
男
の
各
氏
を
選
任
、
書
記
に
上
條
厚
・
齊
藤
忠
彦

の
各
氏
を
任
命
し
て
議
事
に
入
り
、
次
の
三
議
案
が
審
議
さ

れ
た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十
四

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
別
府
桂
幹
事
よ
り
平
成
十
四
年
度

の
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、
ま
た
清
水
厚
実
監
事
よ
り
「
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
」
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出
予

算
書
（
案
）
の
承
認
に
関
す
る
件

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
十

五
年
度
の
事
業
計
画
、
別
府
桂
幹
事
よ
り
平
成
十
五
年
度
の

歳
入
・
歳
出
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
原

案
通
り
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

【
平
成
十
五
年
度
事
業
大
綱
】

一
、
同
窓
会
報

「
第
十
七
号
」
発
行
、
会
員
・
入
会
者
へ

の
発
送

二
、
研
究
助
成

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助

三
、
学
部
後
援

教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
む
け
て
の
援
助

四
、
組
織
充
実

支
部
組
織
の
強
化
、
他

五
、
長
期
構
想

総
会
の
あ
り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
他

○
第
三
号
議
案

第
九
期
役
員
の
改
選
に
関
す
る
件

第

期
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
第
九
期
役
員
に
関
し

て
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
次
の
各
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
会
長

に
三
寺
勝
美
、
副
会
長
に
玉
川
隆
雄
・
傳
田
典
順
・

初

美
、
監
事
に
清
水
厚
実
・
矢
嶋
直
徳
の
各
氏
。
ま
た
、
名
誉

会
長
に
赤
羽
貞
幸
教
育
学
部
長
、
顧
問
に
中
田
宣
彦
前
会
長

が
推
薦
さ
れ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
北
條
舒
正
元
信
州
大
学
学
長
（
信

州
大
学
繊
維
学
部
同
窓
会
「
千
曲
会
」
代
表
）、
赤
羽
貞
幸

学
部
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
清
水
美
和
子
副
会
長
の
閉

会
宣
言
で
総
会
を
終
了
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
、
信
州
大
学
教
育
学
部
教
授
の
中
村

浩
志
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
カ
ッ
コ
ウ
の

研
究
成
果
を
中
心
に
、
野
鳥
の
研
究
を
通
し
て
見
え
て
き
た

と
い
う
日
本
の
自
然
と
文
化
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

第
十
六
回

同

窓

会

通

常

総

会

報

告
第16回同窓会通常総会 会長挨拶

記念講演会 中村浩志氏

平成14年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自 平成14年４月１日

至 平成15年３月31日

歳入合計額 5,672,781円也

歳出合計額 5,193,543円也

差 引 残 額 479,238円也 15年度へ繰越

歳入の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 前年度繰越金 371,423 371,423 0

２ 会 費 5,800,000 5,260,000 △540,000 263名入金

３ 雑 収 入 30,000 41,358 11,358 利子・御祝儀

歳 入 合 計 6,201,423 5,672,781 △528,642

歳出の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 会 議 費 600,000 343,918 △256,082 総会・役員会等

２ 事 業 費 1,080,000 1,020,047 △59,953 会報・学部後援等

３ 事 務 費 2,105,000 1,934,895 △170,105 会報発送・印刷等

４ 事務委託費 1,806,000 1,806,000 0 雇用費等

５ 雑 費 140,000 88,683 △51,317 学部謝礼・御祝儀等

６ 予 備 費 470,423 0 △470,423

歳 出 合 計 6,201,423 5,193,543 △1,011,090
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ご

挨

拶

教
育
学
部
長

赤

羽

貞

幸

日
頃
、
教
育
学
部
の
教
育
活
動

に
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
多
大
な
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
同
窓
会
な
ら
び
に
同
窓
会
員
の
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
四
月
よ
り
信
州
大
学
も
法
人
化
し
、
教
育
学
部
も
信

州
大
学
を
構
成
す
る
一
学
部
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
い

た
し
ま
し
た
。
昨
年
四
月
か
ら
の
一
年
間
は
法
人
化
に
向
け

た
準
備
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
大
学
の
極
め
て
大
事
な
時
期
に

身
を
委
ね
、
忙
し
い
中
で
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い
一
年
を
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
新
し
い
大
学
の
運
営
は
、
学
長
を

中
心
に
理
事
か
ら
な
る
役
員
会
が
で
き
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
責
任
あ
る
運
営
体
制
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
事
務
組
織
や
学
部
組
織
も
今
年
一
年

の
検
討
期
間
を
経
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
役
割
は
教
育
と
研
究
を
軸
に
し
て
、
新
た
に
社
会

貢
献
や
国
際
貢
献
が
加
わ
り
、
地
域
社
会
で
の
存
在
価
値
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
の
教
職
員
の
身
分
や
勤

務
体
制
も
、
国
家
公
務
員
か
ら
国
立
大
学
法
人
の
教
職
員
と

な
り
、
適
用
さ
れ
る
法
律
も
労
働
基
準
法
や
労
働
組
合
法
等

に
変
わ
り
ま
し
た
。
大
学
教
官
は
大
学
教
員
と
な
り
、
専
門

業
務
型
裁
量
労
働
制
の
も
と
で
の
勤
務
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
大
学
は
、
大
学
で
の
教
育
や
研
究
が
ど
の
よ

う
に
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
大
学
の
存
在
が
地

域
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
評
価
に
応
じ
て
大
学
を
運
営
す
る
交
付
費
が
税
金

か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
納
め

る
授
業
料
や
入
学
金
も
大
学
運
営
の
重
要
な
財
源
と
な
り
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
学
生
の
教
育
に
十
分
な
力
を
注
ぎ

教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
、
優
秀
な
学
生
を
集
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
大
学
の
存
在
を
高
め
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
大
学
で
実
施
さ
れ

る
教
育
の
内
容
や
質
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

信
州
大
学
教
育
学
部
の
役
割
は
、
質
の
高
い
教
員
の
養
成

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
最
大
の
社
会
へ
の
貢
献
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
教
育
学
部
の
目
標
は
明
確
で
あ
り
、
こ
の

目
標
に
向
か
っ
て
教
職
員
な
ら
び
に
学
生
が
一
体
と
な
っ
て

努
力
す
る
こ
と
が
良
い
評
価
に
結
び
つ
く
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
質
の
高
い
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
大

学
に
お
け
る
授
業
等
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
地
域
社
会
の

協
力
や
支
援
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
様
々
な
場
面

で
同
窓
会
お
よ
び
先
輩
方
の
お
力
を
お
借
り
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

大
学
や
学
部
に
お
け
る
同
窓
会
の
果
た
さ
れ
る
役
割
も
、

こ
れ
ま
で
に
増
し
て
確
実
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地

域
社
会
に
ど
れ
だ
け
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
卒
業
生
が
ど
れ

だ
け
社
会
の
中
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
も
大
学
の
社
会
的
評

価
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
運
営
や
在

学
生
の
教
育
に
対
す
る
卒
業
生
の
声
を
代
表
す
る
の
は
同
窓

会
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
大
学
、
学
部
に
と
っ
て
も
っ
と
も

身
近
な
応
援
団
が
同
窓
会
で
あ
り
ま
す
。

教
員
養
成
学
部
に
と
っ
て
の
端
的
な
社
会
的
評
価
の
指
標

は
、
学
生
の
就
職
状
況
で
あ
り
教
員
就
職
率
で
あ
り
ま
す
。

教
員
へ
の
就
職
の
状
況
は
、
少
子
化
の
影
響
下
で
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
大
都
市
圏
の
採
用
状
況
の
変

化
、
三
十
人
規
模
学
級
の
推
進
等
に
伴
い
少
し
ず
つ
好
転
し

て
お
り
ま
す
。
幸
い
我
が
学
部
は
一
昨
年
、
昨
年
、
今
年
度

と
教
員
就
職
率
が
確
実
に
上
昇
し
、
全
国
の
大
学
と
比

し

て
高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
十
二
月
、
文

部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
平
成
十
四
年
度
卒
業
生
の
教
員

就
職
率
で
は
、
我
が
学
部
が
全
国
一
位
と
な
り
、
新
聞
等
で

も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
学
生
の
が
ん

ば
り
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
や
同
窓
会
の
皆

様
の
支
援
、
学
部
教
職
員
の
就
職
活
動
へ
の
取
り
組
み
な
ど

多
く
の
皆
様
の
支
援
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。

今
学
部
が
こ
の
よ
う
な
よ
い
状
況
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
更
な
る
今
後
の
飛
躍
に
向

け
て
の
努
力
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就
職
戦
線
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
法
人
化
後
の
評
価
に
堪
え
ら
れ

る
結
果
を
出
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
支
援
体
制
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
我
が
学
部
は
、「
大
学
基
準
協
会
」
や
「
大
学

評
価
・
学
位
授
与
機
構
」
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
積
極
的
に

受
け
止
め
て
実
施
し
、
比

的
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
高
い
評
価
を
得
た
内
容
は
特
に
、
一
年
次
か
ら

四
年
次
に
行
っ
て
い
る
「
教
育
参
加
」「
学
校
教
育
臨
床
基

礎
」「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」「
教
育
実
習
（
基
礎
・
応
用
）」

な
ど
の
実
践
的
指
導
力
を
育
成
す
る
「
臨
床
経
験
科
目
」
群

の
実
施
で
あ
り
、
現
在
こ
れ
ら
の
体
系
化
を
試
み
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
が
教
員
へ
の

就
職
の
結
果
に
も
明
瞭
に
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
教
員
養
成
の
質
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を

試
み
力
量
あ
る
卒
業
生
を
育
て
る
こ
と
が
就
職
率
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
行
く
こ
と
は
確
か
で
す
。
ま
だ
教
育
学

部
の
お
か
れ
た
状
況
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
同

窓
会
の
先
輩
方
の
ご
支
援
を
頼
り
に
、
学
部
の
発
展
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
よ
り
一
層
の
ご
教
示
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
立
ち
上
が
る

同
窓
会
会
長

三
寺
勝
美

「
国
立
信
州
大
学
」
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
を
も
っ

て
、「
国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。こ

の
改
革
に
伴
い
、
各
学
部
毎
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い

た
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
が
連
合
し
「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
と
当
面
の
課
題
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

【
連
合
会
の
概
要
】

一
、
目
的

各
同
窓
会
相
互
の
交
流
及
び
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
信

州
大
学
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
信
州
大
学
及
び
各
学
部

同
窓
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
併
せ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

二
、
名
称

信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会

三
、
構
成

人
文
学
部
同
窓
会
・
教
育
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会
・
理
学
部
同
窓
会

文
理
学
部
同
窓
会
・
医
学
部
同
窓
会

工
学
部
同
窓
会
・
農
学
部
同
窓
会

繊
維
学
部
同
窓
会
・
医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会

四
、
事
務
局

信
州
大
学
総
務
部
内
に
置
く
。

【
連
合
会
創
立
の
経
過
と
当
面
し
て
い
る
課
題
】

平
成
十
五
年
十
一
月

日
、
小
宮
山
淳
学
長
か
ら
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、

学
部
の
各
同
窓
会
代
表
者
が
信
大
本
部
に

集
合
し
ま
し
た
。
学
長
よ
り
、
同
窓
会
連
合
会
の
創
立
を
検

討
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
一
日
・
五
月
二
十
九
日

に
会
合
を
持
ち
、
各
学
部
代
表
者
及
び
大
学
本
部
と
次
の
よ

う
な
内
容
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
信
州
大
学
が
法
人
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

つ
の
学
部

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
運
営
し
て
い
た
組
織
・
人
事
・
経

営
・
会
計
が
信
州
大
学
と
い
う
名
の
元
に
一
本
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
各
学
部
を
支
援
す
る
同
窓
会
は
存
在
す
る
が
、

一
体
化
し
た
信
州
大
学
を
支
援
し
て
い
く
同
窓
会
と
い
う
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
各
学
部
の
同
窓
会
の
独
自
性
は
維
持
し
つ
つ
、
各
学
部
同

窓
会
の
緩
や
か
な
連
合
を
図
り
、「
国
立
大
学
法
人
信
州
大

学
」
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
前
記
の
「
目
的
」「
名
称
」「
構

成
」「
事
務
局
」
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

連
合
会
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。
予
算
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

規
約
を
作
成
す
る
の
か
。
各
学
部
同
窓
会
の
組
織
・
運
営

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
十
分
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
て
い

な
い
現
状
の
中
で
、
連
携
を
作
り
上
げ
る
産
み
の
苦
し
み
が

重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

法
人
化
さ
れ
た
信
州
大
学
が
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を

公
表
し
、
六
年
後
の
外
部
評
価
に
お
い
て
成
果
を
生
み
出
し

て
い
く
た
め
に
は
、
大
学
か
ら
地
域
や
、
卒
業
し
て
社
会
活

動
を
し
て
い
る
同
窓
生
へ
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
活
動
内

容
の
理
解
・
協
力
等
を
発
信
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
等
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
討
し
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
発
展
に

期
す
る
連
合
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
が
ス
タ
ー
ト

平
成
十
五
年
度
よ
り
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
研
究
助
成
事

業
の
一
環
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
指
向
し
た
、
会

員
の
日
常
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
活
動
を
支
援
し
て
い
く

「
研
究
補
助
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
趣
旨
は
、

①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を
大
切
に
し
合
い
、
自
ら

の
授
業
改
善
に
努
め
よ
う
、
②
専
門
職
と
し
て
の
教
師
自
ら

の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
き
合
お
う
、
③
教
育
の
振

興
・
改
善
を
と
も
ど
も
に
共
有
し
よ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
会
員
（
同
窓
会

費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
に
一
律
一
万
円
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
窓
会
「
特
別
会
計
」
の
「
研
究

助
成
基
金
」
か
ら
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
補
助
費
の
明
細
、
研
究
実
践
報
告
は
義
務
づ
け
て
は

お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
度
ご
と
に
、
応
募
者
・
研
究
テ
ー
マ

等
の
一
覧
を
「
会
報
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
三

○
｜

五
四
四

長
野
市
西
長
野
六
｜
ロ
）
に
申
し
込
み
下
さ

い
。
応
募
締
め
切
り
は
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
で
す
。

研
究
補
助
費
交
付
は
十
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
問

合
わ
せ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
募
規
定
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。
申
請
の
手
順
に
つ
い
て
の
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
各
種
パ
ソ
コ
ン
・
ソ
フ
ト
に
対
応
し
た
所
定
の
申
請
書

様
式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

h
ttp
: //ta

a
ed
u
.sh
in
sh
u
-u
.a
c.jp

）

な
お
、
同
窓
会
事
務
局
へ
の
問
合
わ
せ
の
際
の
お
電
話

は
、
本
会
報
の
表
紙
ペ
ー
ジ
の
番
号
を
ご
利
用
下
さ
い
。

同

窓

会

情

報
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以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
補
助
金

交
付
者
並
び
に
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏

名

所

属

研

究

テ

ー

マ

①

袖
山
賢
治

千
曲
市
更
埴

西
中
学
校

色
素
増
感
型
太
陽
電
池
の
研
究
と

教
材
化
に
つ
い
て

②

小
林
則
雄

長
野
市
松
ケ

丘
小
学
校

う
ら
山
を
利
用
し
た
総
合
的
学
習

時
間
の
実
践

③

所

洋
一

岡
谷
市
川
岸

小
学
校

植
物
に
名
札
を
付
け
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
植
物
に
関
心

を
持
た
せ
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る
か

④

畠
山
正
幸

信
濃
教
育
会

教
育
研
究
所

学
級
づ
く
り
に
お
い
て
、
個
性
と

共
同
性
を
ど
う
育
て
る
か

⑤

土
屋
正
志

中
野
市
南
宮

中
学
校

学
び
続
け
る
意
欲
を
育
て
る
授
業

の
あ
り
方

⑥

三
澤
晴
男

木
曽
郡
神
坂

小
学
校

旧
神
坂
村
の
越
県
合
併
の
経
過
と

そ
の
後
の
歩
み

⑦

棚
田
祥
子

下
伊
那
郡
高

森
中
学
校

友
達
と
関
わ
り
な
が
ら
情
景
や
心

情
を
思
い
え
が
い
て
歌
唱
表
現
を
工

夫
す
る
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
の
指

導

⑧

長
畦
明
人

南
安
曇
郡
豊

科
北
小
学
校

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
め
ざ
し
た

e
lea
rn
in
g

教
材
の
開
発

⑨

山
上
直
子

長
野
市
三
輪

小
学
校

対
象
（
人
・
も
の
・
こ
と
）
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
、
自
分
の
よ
さ
に

気
づ
い
て
い
く
子
ど
も

⑩

有
賀

大

上
伊
那
郡
南

部
小
学
校

学
校
に
お
け
るw

eb

シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
に
つ
い
て

直
接
、
教
科
の
授
業
実
践
を
対
象
に
し
た
教
育
研
究
は
も

と
よ
り
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
教
材
・
教
具
の
工
夫
に
つ
い

て
の
基
礎
的
な
研
究
も
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
活
動

な
ど
も
重
要
で
す
し
、
さ
ら
に
よ
り
広
く
学
校
教
育
に
お
け

る
多
様
な
諸
活
動
や
学
校
環
境
に
関
わ
る
事
柄
も
視
野
に
入

れ
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
学
部
同
窓
会
事
務
局
）

学
部
の
近
況
か
ら

長
野
市
教
職
員
十
年
研
修
へ
の
教
育
学
部
の
連
携

附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
長

高
橋

渉

平
成
十
一
年
四
月
に
中
核
市
に
移
行
し
た
長
野
市
は
、
す

で
に
初
任
者
研
修
な
ど
の
実
施
母
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
十
五
年
四
月
、
十
年
経
験
者
研
修
の
法
制
化
に
伴

っ
て
、
同
研
修
の
実
施
母
体
に
も
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
平
成
十
四
年
十
二
月
に
長
野
市
教
育
委
員
会
よ
り
、
十

年
経
験
者
研
修
の
一
部
を
本
学
部
が
担
当
し
て
欲
し
い
旨

の
、
正
式
な
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
か
ら
、
教
育
学

部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
は
人
間
、実
践
、
情
報
の

三
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
地
域
連
携
の
窓
口
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
実
績
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内
容
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
一
月

の
教
授
会
に
お
い
て
市
教
委
か
ら
の
依
頼
を
教
育
実
践
総
合

セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
受
託
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、

す
ぐ
さ
ま
実
質
的
内
容
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

は
さ
っ
そ
く
市
教
委
の
担
当
者
と
実
施
計
画
の
概
要
を
協
議

し
合
意
か
ら
わ
ず
か
二
ヶ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
次
の
よ
う
な

事
項
を
確
定
さ
せ
ま
し
た
。

信
州
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
は
長
野
市
教
育
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
校
外
研
修
全
十
五

日
間
の
う
ち
の
合
計
六
、
五
日
分
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
内
容
の
項
目
で
す
。

〇
教
科
指
導
研
修

三
日
間

〇
生
徒
指
導
等
研
修

三
、
五
日
間

そ
の
内
訳

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
理
解
と
援
助

一
日

・
教
育
相
談
の
体
験
と
指
導
の
実
際

一
日

・
「
道
徳
」
学
習
指
導

半
日

・
指
導
と
評
価
の
一
体
化

半
日

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導

半
日

セ
ン
タ
ー
で
は
、教
科
指
導
研
修
の
計
画
立
案
と
学
部
教

官

当
時
の
呼
称
、
現
在
は
学
部
教
員
）の
協
力
体
制
の
確
立

に
着
手
し
ま
し
た
。
特
に
教
科
指
導
研
修
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
日
常
の
指
導
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
要
望
を
容
れ
、
三
日
間
の
教
科
指

導
研
修
を
「
教
科
指
導
研
修

（
授
業
参
観
）」、「
教
科
指

導
研
修

（
授
業
研
究
）」、「
教
科
指
導
研
修

（
教
材
研

究
）」
で
構
成
し
ま
し
た
。

「
授
業
参
観
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
研
修
教
員
が

お
互
い
の
授
業
を
参
観
し
あ
い
、
次
に
実
施
さ
れ
る
授
業
研

究
の
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
授
業
は
ビ
デ
オ
録
画
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
必
ず
一
人
以
上
の
学
部
教
員
も
こ
の
授
業

を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
期
休
業
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
授
業
参
観
を
も
と

に
、
学
部
教
員
と
授
業
を
担
当
し
た
研
修
教
員
が
一
日
を
フ

ル
に
使
っ
て
授
業
研
究
を
行
い
、
さ
ら
に
教
材
研
究
と
し
て

半
日
ず
つ
二
回
、
学
部
が
用
意
し
た
二
十
二
講
座
か
ら
シ
ラ

バ
ス
を
読
ん
で
希
望
の
二
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
生
徒
指

導
等
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
理
解
と
援

助
、
教
育
相
談
、
道
徳
学
習
の
指
導
、
指
導
と
評
価
の
一
体

化
、
な
ら
び
に
総
合
学
習
（
総
論
、
環
境
、
国
際
理
解
、
情

報
）
な
ど
が
同
じ
く
夏
休
み
中
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
年
研
修

の
意
義
を
十
分
理
解
さ
れ
た
学
部
教
員
の
絶
大
な
る
協
力
の

下
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
成
功
裏
に
終
了
し
、
本
年
度
以
降
も

継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
単
な
る
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
本
学
部
の
果
た
す
べ
き
多
様
な
責
務
の
あ

り
方
を
構
成
員
全
員
が
自
覚
し
た
貴
重
な
機
会
で
あ
り
ま
し

た
。
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就

職

状

況

就
職
委
員
長

栗
原

久

長
引
く
不
況
、
経
済
構
造
の
変
化
、
若
者
の
就
労
意
識
の

多
様
化
な
ど
か
ら
、
近
年
、
大
学
卒
業
者
の
就
職
率
（
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
除
く
）
が
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
平
成
二

年
に
は
大
卒
者
の

十
一
％
が
就
職
し
て
い
た
の
に
対
し
、

十
五
年
に
は
五
十
五
％
し
か
就
職
し
て
い
な
い
（
で
き
て
い

な
い
）
の
で
す
。
大
学
生
活
を
終
え
て
も
、
四
十
五
％
の
者

は
正
規
採
用
の
職
に
は
就
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。
一
方
、

平
成
十
四
年
に
は
、
約
三
十
一
％
の
大
卒
者
が
い
わ
ゆ
る
フ

リ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
年
に
は
七
％
で
し
た
か

ら
、
新
卒
フ
リ
ー
タ
ー
は
急
増
で
す
。

こ
の
よ
う
な
就
職
状
況
の
中
、
平
成
十
五
年
度
の
卒
業

生
・
修
了
生
（
新
課
程
）
の
進
路
状
況
は
、
下
の
表
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
の
就
職
率
は

十
七
％

で
し
た
の
で
、
全
体
の
就
職
率
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
昨
年
度

と
同
じ
で
す
。

教
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
、
う
れ
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
文
部
科
学
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
四
年

度
の
教
員
養
成
課
程
卒
業
者
の
教
員
採
用
率
が
六
十
九
・
九

％
で
、
全
国
の
教
員
養
成
大
学
・
学
部
の
中
で
第
一
位
で
あ

っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
十
五
年
度
の
卒
業
者
に
つ
い
て
は

六
十
七
・
一
％
で
、
や
や
下
が
り
ま
し
た
。
な
お
、
学
部
卒

業
生
（
新
課
程
）
の
う
ち
、
約
十
五
％
は
教
員
以
外
の
職
に

就
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
を
底
に
、
教
員
へ
の
就
職
状
況
は
や
や
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
卒
者
の
就
職
が
、
全
体
と
し
て
厳

し
い
状
態
は
続
い
て
い
ま
す
。

就
職
委
員
会
で
は
、
教
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
模
擬
集
団

面
接
試
験
、
公
務
員
・
民
間
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を

実
施
し
、
就
職
率
の
い
っ
そ
う
の
向
上
を
は
か
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平成15年度卒業生・修了生 進路状況
平成16年３月31日現在

就 職 者 進 学 者

教 員 教 員 外 大学院

県 内 県 外

就職・
進学先

学部・
大学院別

現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備 考計

研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

公
務
員

一
般

心
理

会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福

祉

施

設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育
学

研
究
科

他

大

学
等

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

臨床学校 男 2 2 1 1 3 1 1 4
教 育 学 女 4⑶ 1 5⑶ 5⑶ 5
総合生活 男 3⑴ 3⑴ 1 1 4⑴ 4
科 教 育 女 3⑴ 3⑴ 3⑴ 3⑴ 6⑵ 1 1 1 1 8
国語教育 男 3⑴ 1 4⑴ 4⑴ 4

女 5 1 1 7 7 1 1 1 1 1 10
社 会 科 男 5⑵ 2⑴ 7⑶ 7⑶ 2 2 1 10
教育 女 3⑴ 1⑴ 4⑵ 1⑴ 1⑴ 5⑶ 1 2 1 4 1 10
数学教育 男 3⑴ 7⑸ 10⑹ 2 2 12⑹ 2 1 2 5 1 18

女 4⑵ 4⑵ 1 1⑴ 2⑴ 6⑶ 1 1 1 1 1 9
理科教育 男 2⑵ 4⑵ 1⑴ 1 8⑸ 1 1 9⑸ 2 2 1 1 12

女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 2 2 4

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

音楽教育 男 1 1
女 1⑴ 3⑴ 1⑴ 5⑶ 3⑵ 3⑵ 8⑸ 1 1 3 1 4 2 15

教

員

養

成

課

程

美術教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1
女 5⑶ 2⑴ 7⑷ 7⑷ 2 1 3 1 3 14

保健体育 男 2 2⑴ 4⑴ 4⑴ 2 2 1 1 7
教育 女 4⑵ 4⑵ 2⑴ 2⑴ 6⑶ 6
情報技術 男 1 1 1 1
教育 女

学

部

ライフプラン 男 1 1 1⑴ 3⑴ 3⑴ 3
ニング 女 2 1 1⑴ 1⑴ 5⑵ 1⑴ 1 2⑴ 7⑶ 2 1 3 1 11
英語教育 男 1 1 2 2 1 1 1 4

女 2 1⑴ 3⑴ 1 1⑴ 2⑴ 5⑵ 1 6
国際理解 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 2
教育 女 1 1⑴ 2⑴ 1 1 3⑴ 1 1 2 1 6
環境教育 男 1⑴ 1⑴ 2 2 3⑴ 1 1 1 5

女 4⑶ 4⑶ 0 4⑶ 1 1 5
コンピュ 男 1 1⑴ 2⑴ 1 1 3⑴ 1 1 1 1 2 7
ータ利用 女 1⑴ 2 3⑴ 2⑵ 2⑵ 5⑶ 1 1 1 1 1 8

養 護 学 校 男 1⑴ 1⑴ 1 1 2⑴ 1 1 3
教 員 養 成 女 4⑷ 1 4⑶ 2⑴ 11⑻ 2⑴ 1⑴ 3⑵ 14 1 1 2 1 3 1 19
教 員 養 成 男 26⑼ 17 4⑵ 1 1⑴ 49 7⑴ 3 10⑴ 59 5 3 8 8 2 2 12 7 86

女 43 13⑷ 1⑴ 5⑶ 5⑶ 1⑴ 68 16⑼ 2⑵ 1⑴ 3⑴ 22 90 1 11 2 14 10 4 3 1 18 1 13136
課 程 計 計 69 30 5⑶ 6⑶ 6⑷ 1⑴ 117 23 5⑵ 1⑴ 3⑴ 32 149 6 14 2 22 18 6 5 1 30 1 20222

地域スポ 男 2⑵ 2⑵ 1⑴ 1 2⑴ 4⑶ 1 2 1 4 2 10
ーツ 女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 4 4 1 1 2 2 9生涯ス

ポーツ
課程 野外教育 男 1⑴ 1 2⑴ 2⑴ 1 1 2 2 1 6

女 1 1 1 1 1 3
教育カウンセ 男 1 1 1 1 1 2 1 2 3 6
リング課程 女 1 1 1 5 5 1 1 2 1 9

男 29 18 4⑵ 1 1⑴ 1 54 7⑴ 4⑴ 1 12⑵ 66 6 1 7 1 15 11 4 2 17 10108
計 女 44 13⑷ 1⑴ 5⑶ 5⑶ 1⑴ 69 17⑼ 2⑵ 1⑴ 3⑴ 23 92 1 5 15 1 2 24 12 6 3 1 1 23 1 17157

計 73 31 5⑶ 6⑶ 6⑷ 2⑴ 123 24 6⑶ 1⑴ 4⑶ 35 158 7 6 22 2 2 39 23 10 5 1 1 40 1 27265
教 育 学 男 11⑶ 9⑵ 3 23⑸ 1⑴ 1⑴ 24⑹ 1 1 1 3 1 1 3 31
研 究 科 女 7⑶ 3⑶ 10⑹ 1 1 11⑹ 2 4 6 1 1 19

男 40 27 7⑵ 1 1⑴ 1 77 8⑵ 4⑴ 1 13⑶ 90 7 2 8 1 18 11 4 3 18 13139②
合 計 女 51 13⑷ 4⑷ 5⑶ 5⑶ 1⑴ 79 18⑼ 2⑵ 1⑴ 3⑴ 24 103 3 5 15 1 6 30 12 6 3 1 1 23 2 18176①

計 91 40 11⑹ 6⑶ 6⑷ 2⑴ 156 26 6⑶ 1⑴ 4⑴ 37 193 10 7 23 2 6 48 23 10 6 1 1 41 2 31315③

（注）（ ）は臨採で内数、〇は外国人留学生で内数
就 職 率（学部） 86.3％ （進学者を除く）
教員就職率（学部） 69.2％ （進学者を除く）
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 69.2％
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学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
官
の
紹
介

【
平
成
十
五
年
度
〜
十
六
年
度
新
転
任
教
官
】

川
村
康
文
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
高
等
学
校
よ
り
転
任

関

良
徳
先
生
（
社
会
科
学
教
育
講
座
）

岩
手
大
学
教
育
学
部
よ
り
転
任

酒
井
英
樹
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

上
越
教
育
大
学
学
校
教
育
部
よ
り
転
任

田
島
達
也
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

群
馬
松
嶺
福
祉
短
期
大
学
よ
り
新
任

小
野
文
子
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

佐
賀
大
学
よ
り
転
任

村
瀬
公
胤
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

東
京
大
学
基
礎
学
力
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
よ
り
転
任

武
者
一
弘
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

名
城
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー
よ
り
新
任

山
岸
明
浩
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

新
潟
女
子
短
期
大
学
よ
り
新
任

【
平
成
十
五
年
度
転
退
職
教
員
】

大
城
康
宏
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

昭
和
四
十
五
年
一
月
着
任
、
死
去
（
平
成
十
五
年
四
月
）

大
村
道
雄
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
四
十
五
年
五
月
着
任
、
定
年
退
職

小
林
輝
行
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
着
任
、
定
年
退
職

笠
原
明
子
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

昭
和
五
十
一
年
十
月
着
任
、
定
年
退
職

馬
場
将
光
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

昭
和
五
十
三
年
四
月
着
任
、
白
鷗
大
学
へ
転
出

吉
森
佳
奈
子
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

平
成
十
二
年
四
月
着
任
、
筑
波
大
学
へ
転
任

小
林

勉
先
生
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
講
座
）

平
成
十
三
年
四
月
着
任
、
中
央
大
学
へ
転
出

母
校
へ
の
着
任
に
寄
せ
て

信
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授

（
第
四
十
二
回
生
・
大
学
院
第
四
回
生
）酒

井
英
樹

私
は
今
年
二
月
一
日
に
本
学
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
前

任
校
は
上
越
教
育
大
学
で
す
。
そ
の
前
は
長
野
県
内
の
上
小

地
区
と
下
伊
那
地
区
で
合
計
五
年
間
中
学
校
に
勤
め
て
い
ま

し
た
。
専
門
は
英
語
科
教
育
で
す
。

平
成
元
年
四
月
に
信
州
大
学
教
育
学
部
中
学
校
教
員
養
成

課
程
英
語
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

年
三
月

に
信
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
科
教
育
専
攻
英
語
教

育
専
修
を
修
了
す
る
ま
で
、
か
な
り
長
い
間
、
こ
の
西
長
野

キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
ま
し
た
。

北
校
舎
に
入
り
、
階
段
を
使
っ
て
二
階
に
行
き
、
右
に
曲

が
っ
て
進
ん
で
い
く
と
、
右
手
に
英
語
科
の
演
習
室
が
あ

り
、
左
手
に
先
生
方
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。
見
慣
れ
た
景

色
で
す
。
約

年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
学
生
で

は
な
く
教
員
と
し
て
西
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
こ
と
に
違

和
感
が
あ
り
ま
す
。

渡
邉
時
夫
先
生
（
信
州
大
学
名
誉
教
授
、
現
清
泉
女
学
院

大
学
人
間
学
部
学
部
長
）
の
研
究
室
に
所
属
し
、
英
語
教
育

や
外
国
語
習
得
理
論
を
学
び
ま
し
た
。
渡
邉
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
中
で
、
私
は
自
分
の
研

究
テ
ー
マ
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
指
導
を

受
け
た
研
究
室
で
今
度
は
私
が
学
生
を
指
導
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
切
に
し
た
い
仲
間
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら

附
属
松
本
中
学
校
教
諭
（
第
三
十
一
回
生
）

河
口

孝

信
州
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
て
二
十
二
年
、
私
は
、

今
、
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
松
本
中
学
校
で
四
年
目
を
迎

え
、
厳
し
い
中
に
も
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

附
属
学
校
で
は
、
大
学
の
教
育
学
部
生
を
教
育
実
習
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
学
部
附
属
の
共
同
研
究
と
い
っ
た

二
つ
の
面
で
大
学
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
今
の
自
分

の
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
こ
の
大
学
に
非
常
に
愛
着
を
持

っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
再
び
大
学
と
直
接
的
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
つ
ら
い
中
に
も
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。
大
学
に
は
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
自
分
を
ま
だ
覚
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
の
嬉
し
さ
は
力
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

分
の
力
に
な
っ
て
い
る
の
は
先
生
方
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
窓
生
の
存
在
で
す
。

私
に
は
、
自
慢
で
き
る
同
窓
生
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
の
中

で
最
も
自
慢
で
き
る
同
窓
生
、
そ
れ
は
、
同
期
の
保
健
体
育

科
の
仲
間
で
す
。
昭
和
五
十
四
年
度
入
学
保
健
体
育
科
の
仲

間
は
、
卒
業
以
来
毎
年
同
窓
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
と

し
て
あ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
出
席
率
は
、
半
分

く
ら
い
で
す
が
中
に
は
、
ほ
ぼ
全
出
席
の
仲
間
も
い
ま
す
。

そ
ん
な
仲
間
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
私
は
誇
り
に
さ
え
思
い

ま
す
。
一
年
に
一
遍
は
、
何
と
か
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
が

あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
日
頃
の
学
校
の
こ
と
や
自
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
、
家
族
の
こ
と
に
つ
い
て
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
語
り
合
う
…
…
。

教
員
を
こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
と
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
自
分
自
身
の
全
て

を
さ
ら
け
出
し
た
青
春
時
代
の
保
健
体
育
科
の
仲
間
と
の
関

係
が
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
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記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

英
語
活
動
の

小
学
校
教
科
化
を
考
え
る

〜
長
野
県
の
実
情
や
実
践
例
を

ビ
デ
オ
で
紹
介
し
な
が
ら
〜

清
泉
女
学
院
大
学
教
授
・
人
間
学
部
長

（
信
州
大
学
教
育
学
部
名
誉
教
授
）

渡

邉

時

夫

氏

莫
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
な
が
ら
、
英
語
の
使

用
能
力
が
ア
ジ
ア
で
も
最
下
位
に
近
い
日
本
人
。「
英
語
が

使
え
る
日
本
人
の
育
成
」
を
目
指
す
日
本
の
英
語
教
育
を
構

造
的
に
改
革
す
る
た
め
に
は
、
英
語
を
小
学
校
に
導
入
す
る

こ
と
が
不
可
避
だ
と
考
え
ま
す
。

韓
国
で
は
、
す
で
に

年
前
か
ら
小
学
校
に
英
語
科
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
英
語
教
育
や
、
日
本
の
小
学
校

英
語
活
動
実
践
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
英
語
教
育

の
改
革
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
三
七
年

長
野
県
小
諸
市
生
ま
れ

一
九
六
○
年

信
州
大
学
教
育
学
部
卒
業

一
九
六
五
年

ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
言
語
学
科
修
了

（
Ｍ
Ａ
取
得
）

長
野
県
中
学
校
・
高
等
学
校
（
野
沢
北
・
上

田
）
教
諭
を
経
て

一
九
七
六
年

信
州
大
学
教
養
部
講
師

一
九
七

年

同
助
教
授

一
九

二
年

信
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九

五
年

同
教
授

二
○
○
三
年

信
州
大
学
定
年
退
官

同
年
四
月

清
泉
女
学
院
大
学
教
授
（
人
間
学
部
長
）、

現
在
に
至
る

全
国
英
語
教
育
学
会
理
事
、
中
部
地
区
英
語
教
育
学
会
会

長
、
全
国
小
学
校
英
語
教
育
学
会
副
会
長
、
日
本
児
童
英
語

教
育
学
会
理
事
、
日
英
・
英
語
教
育
学
会
顧
問
。

日
英
・
英
語
教
育
学
会
賞
受
賞
（
二
○
○
二
年
）。

主
な
著
書

『
英
語
が
使
え
る
日
本
人
の
育
成
』（
三
省
堂
）

『
新
し
い
英
語
科
授
業
の
創
造
』（
桐
原
書
店
）

『
英
語
教
育
の
ス
タ
イ
ル
』（
研
究
社
）、
な
ど
多
数
。

文
部
科
学
省
検
定
教
科
書
・
編
集
顧
問
（
中
学
校
のN

ew
 

C
ro
w
n

三
省
堂
。
高
等
学
校
のO

rb
it

三
省
堂
）。
小

学
生
の
た
め
の
英
語
教
科
書
編
著
。
そ
の
他
、
英
和
辞
典
、

和
英
辞
典
の
編
集
、
な
ど
。

事

務

局

便

り

○
住
所
変
更
届
を
忘
れ
ず
に

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届
を
事
務
局
宛
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
毎
年
宛
先
不
明
で
お
送
り
し
た
会
報
が
多
く
戻
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

・
同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

同
窓
会
の
会
費
は
終
身
会
費
で
す
。
会
報
が
夏
の
総
会
前

七
月
）に
お
手
元
に
届
い
た
方
は
納
入
済
み
で
す
。
二
重
払

い
さ
れ
た
会
費
は
お
返
し
し
ま
す
が
、
振
り
込
み
手
数
料
等

が
引
か
れ
ま
す
の
で
全
額
返
金
出
来
ま
せ
ん
。

○
名
簿
発
行
案
内
に
付
い
て
の
注
意

・
某
出
版
社
よ
り
「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
名
鑑
」
発
行

に
付
い
て
の
ハ
ガ
キ
が
卒
業
生
に
来
て
お
り
ま
す
が
、
教

育
学
部
同
窓
会
と
は
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。

記
念
講
演
会
終
了
後
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
懇

親
会
（
会
費
四
、
〇
〇
〇
円
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第

十
七

回

通

常

総

会
（
通
知
）

日 時

平成16年８月11日（水）

午前10時より

会 場

長野市岡田町「ホテル信濃路」

次 第

１．開会宣言

２．会長挨拶

３．議長団選任

４．議事録署名人の選任並び

に書記の任命

５．議事

第一号議案 平成15年度事

業報告及び歳入・歳出決

算報告について

第二号議案 平成16年度事

業計画（案）及び歳入・

歳出予算（案）の承認に

ついて

第三号議案 役員人事につ

いて

６．来賓祝辞・代表挨拶

７．閉会宣言

記念講演会：12時より

講 師：渡邉時夫

祝賀懇親会：13時より

http://taaedu.shinshu-.ac.jp
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